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法要のようすは、動画配信を予定しています。後日、西来寺のホームページからゆっくりご覧いただけます。
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鶴久保小学校前
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坂本交番前
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←横浜方面

卍

文

文

〒

● JR 横須賀線「横須賀駅」、または京急線「汐入駅」より
　 京急バス「西来寺循環」で 10 分～15 分「西来寺」下車 徒歩 1分
● タクシー：京急「横須賀中央駅」より 7分
● お車： 横浜横須賀道路「横須賀 IC」または「衣笠 IC」下りる

報恩講とは、宗祖親鸞聖人の祥月命日の前後に勤められる法
要です。親鸞聖人の教えに遇い、自らの依りどころを教えて
いただいた御恩に報謝し、教えを聞信して、ともに念仏申す
身となっていくことを誓います。

西来寺の報恩講

真宗大谷派 東本願寺 大塚山 西来寺
神奈川県 横須賀市 不入斗町 3 丁目 38 番〒238-0051 046-822-1020☎ http://sairai j i .com

ITO Hironobu

法名 釋大信
 SHAKU Daishin

ご挨拶

横浜市南区三春台にある真宗大谷派法皇山西教寺の長男と
して、昭和 57 年 8月 10 日、東京都世田谷区南烏山に生ま
れる。
地元横浜の小中高を経て、大谷大学文学部真宗学科卒業、
大谷大学大学院文学研究科真宗学専攻修士課程修了。
現在、自坊である法皇山西教寺で副住職を務める。また、
そのかたわら、横浜刑務所において教誨師として従事して
いる。真宗大谷派での仕事としては、関東甲信の一都八県
を管轄する東京教区において、青少幼年部門委員 2 期・同
部門幹事 1期を経て、現在、同朋の会推進部門委員 1期目。
さらに、真宗大谷派の首都圏での教化事業の一つである、
市民向け仏教入門講座の横浜親鸞講座では事務局の代表を
務めている。また、今年より、地元の仏教会（横浜市南区
港南区仏教会）に役員として関わりはじめ、他宗派の寺院・
僧侶とも交流を持ち、地域の仏教興隆のため活動している。

このたび、西来寺住職代務者を拝命しました伊藤大信でございます。長い長い歴史をもつ西来寺は、その歴史
の長さゆえに、苦難の数においても圧倒いたします。そして今、第 22 世住職大塚充師の急逝に、私たちは深い
悲しみに包まれているところであります。しかし、この悲しみをも大きな縁として、新たに歩みだしていかねば
なりません。念仏弾圧の時代も、戦国乱世の時代も、やりきれない思いとともに、それでも＜ただ念仏＞の教え
に生きられた宗祖親鸞聖人や無数の念仏者たち。それらの方々を憶念しつつ、今年もまた報恩講をともどもに厳
修したいと思います。 合掌

真宗大谷派（東京教区横浜組）法皇山 西教寺 副住職
横浜刑務所 教誨師（きょうかいし）
市民向け仏教入門講座 横浜親鸞講座 事務局 代表
横浜市南区港南区仏教会 会計

国際真宗学会 会員
一般社団法人 日本バーテンダー協会 会員
公益社団法人 横浜歴史資産調査会 会員

伊藤 大信


